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あなたとまちのコミュニケーション情報紙

広
報

宮 0765-83-1100朝日町役場・〒939-0793富山県下新川郡朝日町道下 1133

初めての運動会ヘ誓いの言葉
ー あさひ野小で開綬記念秋季大運動会 一

今年4月に開校したあさひ野小学校で9月19目、開校
記念秋季大運動が行われました。

全校児藍225人の入場行進に続き、各学年の代表者が

それぞれ誓いの言葉（写真）を行い、初めての運動会への意
気込みを大きな声で披露しました。

児童をはじめ参加した父兄、祖父母の皆さんは23種目
にわたり熱戦を繰り広げました。

⑥ 広報あさひは資源保護のため湾舗を使用しています

の

要
日
謹
認
［

が
始
ま
り
ま
す

ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

全
国
ビ
ー
チ
ポ
ー
ル
競
按
大
会

ま
ち
の
う
ご
き

ふ
く
し
の
窓

く
ら
し
の
情
報
室

あ
さ
ひ
の
美
術

20 19 14 1 2 1 0 8 6 2 



介護保険制度が平成12年4月からスター卜します。町では8月から、住民の皆さんにこの介

護保険制度に理解を深めてもらおうと、各地区ごとに説明会を開催してきました。

一方、介護保険制度を利用して介護サービスを受けるにあたっては、事前に I要介護認定j

が必要です。朝日町では10月から12月までの問、各地区ごとに申請の受け付けを行います。

そこで、今月号では要介護認定の申請から介護認定のおおまかな流れなどをご紹介します。

平成11年10月から『要介護認定』の

申請が始まります。介 護 保険

－
要
介
護
認
定
の
申
請
を
し
ま
す
。

平
成
吃
年
4
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、

mw

歳
以
上
の
人
は
す
べ
て
保
験
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

ご
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
前
に
「
介

護
が
必
要
か
ど
う
か
」
「
ど
の
く
ら
い
の
介
護
が
必
要
か
」
に
つ
い

て
判
定
す
る
要
介
護
認
定
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
、
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る
障
害
の

程
度
や
痴
ほ
う
の
状
態
な
ど
に
つ
い
て
の
医
掌
的
所
見
や
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
う
え
で
の
留
意
事
項
な
ど
の
意
見
書
を
書

い
て
も
ら
い
、

申
請
時
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
請
は
本
人
、
ま
た
は
家
族
や
代
理
人
の
方
が
行
い
ま
す
。
町

で
は

ω月
か
ら
吃
月
に
か
け
て
各
地
区
ご
と
に
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す
。

ー

－
訪
問
調
査
を
受
け
ま
す
。

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
判
断
す
る
た
め
の
塁
礎
調
査
と
し
て

訪
問
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
訪
問
調
査
は
、
新
川
地
戚
介
護

保
険
組
合
ま
た
は
役
場
の
職
員
（
介
護
＋
支
援
専
門
員
・
保
健
婦
・
看

護
婦
等
）
が
申
請
書
本
人
を
訪
れ
、

ω身
の
状
態
な
ど
日
常
生
活
の

様
ウ
す
な
ど
（
山
身
の
状
況
に
関
す
る
ね
頂
自
と
特
別
な
医
療
に
関
す

る
ロ
頂
目
を
あ
わ
せ
た
お
頂
目
）
を
面
接
調
査
し
ま
す
。

......... 
『司町一一一一

－
介
護
認
定
審
査
会
に
よ
る

審
査
判
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

訪
問
調
査
で
チ
ェ

ッ
ク
さ
れ
た

ω身
の
状
況
に
関
す
る
項
目
の
結

果
を
分
析
し
、
ど
の
く
ら
い
の
介
護
が
必
要
な
の
か
、
介
護
に
要
す

る
推
計
時
間
の
合
計
を
算
出
。
こ
れ
を
用
い
て
、
申
請
書
の
要
介
護

度
が

「
自
立
」
「
要
豆
握
」
「
要
介
護
1
1
5
」
の
い
ず
れ
に
あ
た
る

か
判
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
1
次
判
定
と
い
い
ま
す
。

そ
の
後
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
学
識
経
験
者
に
よ
る
介
護
認
定

審
査
会
に
よ
っ
て
、
ー
次
判
定
の
結
果
や
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
よ

る
意
男
盟
国
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
人
の
状
態
が
ど
の
要
介
護

度
に
あ
た
る
か
、
最
終
的
な
判
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

ー

－
認
定
の
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

申
請
白
か
ら
原
則
と
し
て
お
日
以
内
に
、
要
介
護
認
定
の
結
果

が
文
書
で
通
知
さ
れ
ま
す
。
「
要
吏
提
」
「
要
介
護
1
1
5
」
と
認

定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
か
と
い
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し

ま
す
。

な
お
、
要
介
護
認
定
は
原
則
と
し
て
6
力
月
ご
と
に
男
直
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
状
態
が
大
き
く
変
化
し
た
場
合
に
は
、

6
力
月
を

待
た
ず
に
変
更
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぐラ

2-

介
議
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
川
す

る
に
は
「
介
護
が
必
必
」
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
が
必
裂
で
す
。
こ
の
判
定

を
袋
介
護
認
定
と
い
い
ま
す
。

要
介
護
持
山
は
品
川
淵
代
の
川
和
川
本

と
か
か
り
つ
け
の
似
川
の
ぷ
比
九
を

も
と
に
介
諸
山
月
時
半
術
代
会
で
行
わ
れ

ま
す
。

要
介
護
度
の
必
定
は
「
要
支
援
」

一決
介
護

1
1
5
』
の

6
段
附
と
な

り
ま
す
。

－
要
介
護
認
定

－
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
！
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

介
迎
を
必
．
於
と
す
る
人
に
あ
っ
た

介
池
サ
ー
ビ
ス
の
利
川
外
川
州
川
（ケ

ア
プ
ラ
ン
）
づ
く
り
を
す
る
い
り
川
職
。

利
川
行
の
代
わ
り
に
本
人
や
家
肱
の

め
明
を
附
い
て
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

の
組
み
合
わ
せ
を
与
え
て
利
川
井川耐

を
作
成
し
ま
す
。

保
健

・
医
療

・
楠
祉
の
分
野
で
5

年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
り
、
市
記

試
験
に
行
絡
後
、
実
務
研
修
を
修
f

し
た
人
が
な
れ
ま
す
。

－
介
護
認
定
審
査
会

保
健

・
医
療

・
柄
批
の
分
野
の
専

門
織
で
惰
成
さ
れ
、
次
の
こ
と
に
つ

い
て
術
汽
川
店
を
行
い
ま
す
。

O
介
誕
保
険
の
対
象
に
な
る
日
似
た
き

り
や
酬
は
う
の
状
態
（
必
介
迎
状

態）、

μた
き
り
呼
で
は
な
い
が

・
不
明
な
ど
の
い
rx股
が
必
泌
な
状
態

（泌
l
A
段
状
態
）
に
あ
る
か
ど
う
か
。

O山
中

J
斤
が
ど
の
く
ら
い
の
介
必
が

必
泌
か
（
梨
介
峰
山
）

－
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

（
ケ
ア
．フ
ラ
ン
）

利
用
符
や
家
肱
の
希
望
を
尊
毘

し
、
利
則
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
閉
鎖、

内
科
、
川
数
の
制
み
ん
H

わ
せ
を
訓
慨

し
な
が
ら
作
成
す
る
介
泌
サ
ー
ビ
ス

の
朴
州
表
。
こ
の
計
両
は
、
介
護
支

段
川
市
門
川
（
ケ
ア
マ
、
不
ジ
ャ

l
）
に
頼

ん
で
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
白
川
は
か
か
り
ま
せ
ん
。ろ-3 



て、今、介護保険に
、、さだマ教え

叩
月
か
ら
介
護
保
険
を
利
用
す
る

た
め
の
要
介
護
認
定
が
始
ま
り
ま
す

が
、
最
終
的
に
認
定
は
介
護
認
定
審

査
会
と
い
う
組
織
が
判
定
す
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
ど
う
い
う
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

新
川
地
域
介
護
似
険
組
合
の
介
護

認
定
帯
宜
会
は
医
師
や
楠
祉
施
設
の

施
ぷ
良
な
ど
、
似
健

・
医
師

・
福
祉

の
咋
門
家

μ
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
必
介
議
認
定
の
宙
開
査
を
行
い
ま

す
。密

資
会
で
は
、

介護保険の運営にあたり、朝日町では、黒部市、入善町、

字奈月町とで構成する新川地域介護保険組合を設立。介護保

険の事務を能率的に行うほか、介護サービスの効率的な提供

や要介護度認定の公平性の確保、保険料の平準化などに協力

して取り組むための準備を進めています。

今回は、朝日町から新川地域介護保険組合に派遣されてい

る九里正憲さんに話を聞きました。

『要介護認定Jの申請が
訪
問
調
杏
や
か
か

10月から始まります

新川地域介護保険組合

九里正憲さん

り
つ
け
の
医
師
に
よ
る
怠
見
書
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
介
護
の
得
点
H

判
定

を
行
い
ま
す
。
必
介
護
認
定
は
「
泌

平
成
往
年
4
月
か
ら
介
護
保
険
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
新
川
地
織
介

護
保
険
組
合
で
は
現
在
、
ど
の
よ
う

な
準
備
を
進
め
て
い
る
の
で
す
か
。

昨
年
の
は
川
に
新
川
地
械
介
山
崎
保

険
制
策
協
議
会
が
発
足
。
制八
日
投
丘

に
向
け
、
予
算
や
事
業
計
両
な
ど
の

準
備
を
進
め
、
今
年

7
Hか
ら
新
川

地
域
介
必
保
険
制
ん
け
と
し
て
い下
街
を

川
始
し
ま
し
た
。
捌
け
川
、
県
浦
市
、

人
議
町
、
宇
奈
月
間
か
ら
合
わ
せ
て

川
人
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
c

現
布

は
、
平
成
は
年
4
川
か
ら
の
介
准
一
保

険
将
人
に
向
け
、
保
険
料
の
ね
山
や

川
川
か
ら
始
ま
る
要
介
設
認
定
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
各
市
町
と
の
連

携
を
凶
っ
て
い
ま
す
。

9
月
上
旬
に
臼
歳
以
上
の
お
年
寄

り
（
第
1
号
被
保
険
者
）
が
支
払
う
月

額
保
険
料
の
試
算
値
が
2
、
8
8
4

円
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
試

算
値
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

ま
た
、
的
歳
か
ら
似
歳
ま
で
（
第
2

号
被
保
隠
者
）
の
保
険
料
は
ど
う
な

る
の
で
す
か
。

ま
ず
、
回
歳
以

t
の
方
（
第
l
号

被
保
険
者
）
の
似
険
料
に
つ
い
て
は
、

介
均
一
サ
ー
ビ
ス
の
水
増
が
刈
い
地
域

（
市
町
村
）
は
向
く
、
介
趨
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
が
低
い
地
域
は
低
く
な
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

保
険
料
が
刈
く
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
が

支援」「婆介護115｝の6つ

の段階に分かれます。（ぶ問）

状態区分 認定の墓準

要介護状態ではないが、社会生

要支援
活の上で一部介助が必要な場合
や、 失われた能力を取り戻すよ
うな支援が必要な場合等

立ち上がり －歩行等に不安定
要介護1 さがみられ、排池入浴等に

部分的介助を要する

立ち上がり －歩行等が自力で

要介護2 はできない場合が多く、排
j世 入浴等に部分的または全
介助を要する

立ち上がり ・歩行等が自力で
要介護3 はできず、排池入浴等に全

面的な介助：を要する

日常生活を行う能力がかなり低

要介護4 下しており、全面的な介護が必
要なi星合が多い。尿意便意が
みられなくなる湯合もある

日常生活を行う能力が著しく
低下しており、全面的な介護

要介護5 が必要である。意思の伝達が
ほとんどまたは全くできない
場合が多い

平成12年4月から介護保険制度がスタートします。

介護保険からの介護サービスを利用するには、申請を

して f要介護認定jを受ける必要があります。

平成11年10月1日から f要介護認定jの申請を受

け付けますので、介護がl必要になり介護サービスを受

けたい万は次のとおり申請してください。なお、申請

は代理の方でも結構です。

【申請受け付け窓口】

朝日町役場健康福祉課高齢福祉係

官83-1100（内線144)

【受付時間】

月曜日～金曜日（祝日・年末年始は除きます）

午前8時30分から午後5時まで

新J11地域介護保険組合

ft57-3303 

※申請書は健康福祉課にあります。
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允
宍
し
て
い
れ
ば
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
ま
す
が
、
保

険
料
が
低
い
と
必
泌

な
サ
ー
ビ
ス
を
ト
分

利
川
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
も
お
こ
り
ま

す
。新

川
地
域
介
議
保

険
制
作
で
は
防
政
以

上
の
万
（
第
1
口ザ被

似
険
者
）
の
保
険
料

の
川
口
似
が

2
、
8

8
4
川
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
今
後
の

高
齢
者
の
伸
び
来
、

そ
の
中
の
要
介
護
者
の
伸
び
率
、
そ

し
て
砲
ぷ
サ
ー
ビ
ス
や
配
℃
サ
ー
ビ

ス
の
利
川
行
数
や
そ
れ
に
か
か
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
問
な
ど
を
下
測

し
、
試
算
し
た
も
の
で
す
。
た
だ
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
賀
川
は
、
平
成
川

年
度
の
も
の
で
、
介
滋
報
酬
の
巾
側

が
来
年
の
2
、
3
刀
ご
ろ
に
阿
で
決

定
さ
れ
た
後
、
正
式
な
保
険
料
が
確

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
3
年
毎
に

礼
凶
し
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。一

方
、
刊
威
か
ら
似
歳
ま
で
の
方

（第

2
号
被
保
険
者
）
で
各
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
る
財
介
は
、
心
打
民
的

介
護
保
険
に
対
す
る
需
要
に
供
給

が
足
り
な
い
の
で
は
と
い
う
声
を
全

国
的
に
聞
き
ま
す
が
、
新
川
地
域
介

護
保
険
組
合
で
は
ど
う
で
す
か
。

新
川
地
域
介
護
保
険
組
行
の
管
内

は
、
全
国
的
に
も
介
護
施
設
の
整
備

が
進
ん
で
い
る
地
域
で
す
。
朝
日
川

と
山
中
川
部
市
で
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
明
出
陣
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
人
笹

川
で
も
米
作
、
則
一
体
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

て
ん
、
代
官
サ
ー
ビ
ス
で

も
ホ
l
ム
へ
ル
パ

i
は
、
現
紅
、
希

望
者
に
対
し
て
削
%
派
追
さ
れ
て
い

る
状
汎
で
す
。
ま
た
、
公
的
な
介
護

※なお、第1号被保険者（65歳以上の方）で現在、

何らかの在宅福祉サービス（デイサービス、デイ

ケア、ショートステイ、ホームヘルプサービス）

を利用している方には、 9月中に申請書を本人あ

てに送付しました。特別養護老人ホームに入所の

方には、入所施設に申請書を送付しています。

【受付開始月日】

受付窓口が混雑し、皆さんにご迷惑をかけないため

に地区別に受付けを開始します。

制

一回
一ゆ

8
・
－8
一U

2
一2
一和さ表公口】2

 
月9

 

Q
U
 

月Q
U
 

上婦負介護保険事務組合（大沢野町 大山
町－八尾町 ・婦中町 ・山田村細入村）

新川地減介護保険組合（黒部市 ・字奈月町 －
入善町 ・朝日町）

全国平均

砺j皮地方介護保険組合（砺波市 小矢部市 ・
城端町 ・庄川町 ・井波町 福野町 ・信光町 ・
福岡町 ー平村 ・上平村 利賀村 ・井口村）

保
険
を
過
し
て
保
険
料
を
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
’N
日
来
行
な
ど
川

以
他
胤
似
険
の
加
入
行
の
似
険
料

は
、
任
ん
で
い
る
山
町
村
の
邦
定
方

式
に
よ
り
計
算
さ
れ
、
凶
が
半
分
負

判
し
何
倍
主
が
支
払
い
ま
す
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
や
公
務
日
な
ど
位
脱
保
険

や
作
上
ハ
消
の
加
入
行
は
、
給
料
に
泌

じ
て
計
算
さ
れ
、
事
業
主
が
半
分
負

担
し
支
払
い
ま
す
。
そ
の
保
険
料
に

は
、
被
扶
長
朽
の
分
も
含
ま
れ
ま
す
。

保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
似
的

保
険
に
よ
っ
て
典
な
り
ま
す
。
こ
れ

も
凶
の
介
護
報
酬
の
単
側
が
決
定
さ

れ
た
後
、
正
式
に
決
ま
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
以
外
に
も
民
間
業
行
の
参

入
状
況
や
、
昨
年
実
施
し
た
尚
齢
梓

実
態
調
官
の
結
果
か
ら
も
、
中l
耐
は

介
護
保
険
に
対
す
る
加
盟
に
卜
分
対

応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

山崎・大家庄 ・南保・笹川.......10月1白から

五箇庄・境・宮崎・泊三区・・・・・・・11月1日から

泊一区・泊二区・・・・・・・・・・・・・・・・・12月1日から

※介護保険からのサービスの給付は、受付日・認定

日にかかわらず平成12年4月1日から開始され
ます。-5 
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日
本
百
名
山
を
踏
破

上
不
信
義
さ
ん

（
池
行
町

・
的
此
）

｛授
山
の
魅
力
は
何
と
つ
っ
て
も
菅
川

し
た
と
き
の
述
成
感
。
登
る
ま
で
の
山
労

~p 

長
崎
喬
也
くん

桜
町
の
長
崎
由
起
夫

・
真
由
美

さ
ん
失
裂
の
二
男

（
平
成
9
年
7
月
9
日
生
）

長
谷
川
綾
ちゃん

松
涛
町
の
長
谷
川
述
也
・
伊
津
子

さ
ん
夫
妻
の
長
女

（
平
成
9
年
8
月
日
日
生
）

. 百名山の1つiE見岳の山頂で（平成9年5月）

は
あ
り
ま
す
が
、
山
頂
か
ら
眺
め
る
崇
色

や
山
々
の
自
然
に
触
れ
る
と
、
そ
ん
な
こ

と
も
忘
れ
ま
す
ね
コ

上
不
さ
ん
は
、
昭
和
石
十
年
に
職
場
仲

間
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
澄
山
を

始
め
、
剣
訴
を
皮
切
り
に
数
々
の
名
山
に

登
因
。一
平
成
凶
年
ご
ろ
か
ら

『日
本
有
名

山
』
（
作
家
、
登
山
家
と
し
て
知
ら
れ
る

深
出
久
祢
氏
が
紹
介
し
た
円
本
の
白
山
）

の
完
査
を
ぷ
識
し
、

今
年
の
八
月
1
五
H
、

黒
部
川
悦
流
の
府
羽
吊
に
登
別
し
て
行
名

山
崎
般
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

「百
名
山
の
日
以
後
を
燃
羽
市
に
し
た
の

に
は
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。
朝
日
川

は
川
市
川
M
状
地
の

一
部
で
、
こ
の
時
羽

日
は
そ
の
悦
流
に
あ
り
、
れ
分
の
性
ん
で

い
る
地
域
に
関
わ
り
の
あ
る
山
、
と
い
う

こ
と
で
巡
ら
び
ま
し
た
」
と
川
名
山
達
成

へ
の
思
い
を
話
し
ま
す
。

「
若
い
こ
ろ
は
、
冬
山
ゃ
れ
笠
り
な
ど
、

引
分
の
限
界
に
挑
戦
す
る
よ
う
な
登
山
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
年
齢
、
体
力

に
あ
っ
た
歌
山
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
よ
不
さ
ん
。
現
じ
仕
は
町
の
鞍
山
会

『黒
桝
山
岳
会
』
に
入
会
し
、
月
に

一
日

程
度
の
ぺ

l
ス
で
、
仲
間
た
ち
と
登
山
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「こ
れ
か
ら
は
南
保
街
士
な
ど
の
地
域

に
あ
る
身
近
な
山
に
登
り
、
法
的
な
こ
と

も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
で
き
る
こ
と

な
ら
登
山
道
の
整
備
を
し
て
み
た
い
で
す

ね
」
と
夢
を
詰
り
ま
す
。

6-

大

谷

史

我
乃
さ
ん

（
平
柳
2
区）

さ
み
さ
と
小
学
校
六
年

私
の
夢
は
、
ペ
ッ
ト
の
美
脊
削
さ

ん
に
な
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
私
は
動
物
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。

だ
か
ら
動
物
な
ど
の
開
類
を
党
え

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
洗
い
方
の
勉
強
を

ペ
ッ
ト
を
か
わ
い
ら
し
く
し

て
あ
げ
た
い
で

圃
す
。
そ
し
て
、

4

私
は
ペ
ッ
ト
に

同
好
か
れ
る
芸
作

個
師
に
な
り
た
い

で
す
。

し
て
、

西

島
鷹

広

く

ん

（
平
柳

1
区）

さ
み
さ
と
小
学
校
六
年

傑
は
、
将
米
字
問
飛
行

t
に
な
り

た
い
で
す
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、

ヤ
間
飛
行
上
に
な
っ
て
》
市
に
行
っ

て
、
地
球
以
外
の
足
に
も
生
命
体
が

い
な
い
か
調
査
し
て
き
で
み
た
い
か

ら
で
す
。
ヤ
宙
飛
行
上
に
な
っ
た
ら
、

太
陽
系
以
外
の

銀
河
に
行
き
、

地
球
以
外
の
星

に
生
物
が
い
る

か
調
査
し
た
い

で
す
。美紀三寸

常石

私たち影絵劇団 Iシルエツト9Jはその名のとおり、 9

人で活動しています。9人力、集まり約1年しか経っていま

せんが、有磯苑や朝日町のほぼすべての保育所で公演を行

いました。 今年は夏休みを刷用し、 1日に2ケ所の保育所

を回り、 3日間で6ケ所の公演をこなしました。

私たちが発表している影絵劇団は約30分ぐらいの劇で

す。し力、し、その30分の劇を作るために2週間ほどの時閣

を要します。ただの白黒の影絵にならないように人形の服

にセロファンで色をつけたリ、背景を作ったリ、背察色を

選んだりと、見る人たち力、飽きない工夫もしています。そ

れはとても大変なことですが、＇ IJを発表した後に見ること

ができる皆さんの笑顔や「おもしろかったjという言葉に

励まされ、がんばることができます。

私たちの目標、そして合言葉は f影絵で世界征服Jです。

その第一歩として、まずは朝日町を手中に納めるため、こ

れ力、らも fシルエット9Jで、がんばっていきたいと思い

ます。

なお、私たちの劇団は、富山県社会福祉協議会の補助を

受け活動しています。

影絵で世界征服

山

崎

碧

さ

ん

（
桜
町
）

五
箇
庄
小
学
校
六
年

私
は
、
大
き
く
な
っ
た
ら
図
料
館

司
書
に
な
り
た
い
で
す
。
お
客
さ
ん

に
、
「
ζ

の
本
は
、
ど
こ
に
あ
り
ま

す
か
っ

」
と
聞
か
れ
た
ら
、
迷
わ
ず
、

「
あ
そ
こ
に
あ
り
ま
す
」
と
笑
顔
で

応
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。
ま
た
、
私

，
も
た
く
さ
ん
の

1
本
を
読
ん
で
、

F
一
お
存
さ
ん
に
た

司
く
さ
ん
紺
介
し

砂
て
あ
げ
た
い
で

す
。

堀

川

雅

弘

く

ん

（藤
塚
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
六
年

伐
の
必
は
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
ロ
ナ
ウ
ド

み
た
い
な
す
ご

い
選
手
に
な
っ
て
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場
し
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
技
術
が
お

と
ろ
え
で
き
た
ら
、
サ
ッ
カ
ー
チ
l

ム
の
民
組
問
に
な

っ
て
た
く
さ
ん

の
チ
l
ム
を
優

勝
さ
せ
た
い
で

す
。

全
国
γ

ピ
l
明
で
ベ
ス
ト
8

社
会
人
に
な
っ
て
三
年
同
に
な
り

ま
す
。
職
場
で
は
、

作
文
の
あ
っ
た

製
品
を
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
伝
票
で
発

行
し
、
現
場
に
柑
け
る
作
業
を
机
中
l
。

ミ
ス
の
な
い
こ
と
を
知

一
に
仕
事
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
パ

ソ

コ
ン
の
操
作
技
術
を
向
め
る
こ
と
が

け
燃
で
す
。

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
。
特
に
ピ
！
チ

ボ

l
ル
は
V
E
N
U
Sと
い
う
チ
ー

ム
に
所
同
し
、
迎
に
二
、
一一一

M
練
刊

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
全
国
ビ
l
チ

ボ
l
ル
競
技
大
会
に
川
場
し
、
ベ
ス

ト
八
に
人
り
ま
し
た
。
ま
た
、
休
日

に
は
友
達
と
映
画
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

に
山
掛
け
る
な
ど
、
家
に
じ
っ
と
し

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
（
笑
）
。

結
嬬
は
二
ト
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で
に

は
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
理
想

の
タ
イ
プ
は
汀
任
感
が
あ
っ
て
、

一

緒
に
い
て
安
心
で
き
る
人
で
す
。

r
 

広
報
係
で
は
「
ふ
れ
霊
ご

う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「出
て
み
た
い
」「
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
岱
役
場
内
線

2
1
2
）
へ
ご

一
報
を
。

L.－－－ー－－－－－ーーーーーーーーーーー’ー・ーーーーー，ー．．．．－－－-7 



＠~ 
z~•－.－• J,'t t •叫材，，~.
~L＇~品立与；前ぷ？約三立与
｛＇•~， ... TUf.l ，判対~.. ，..師、

明 － "'"" ；.~益：

j将fr~’
企 J電話・ ( 12) 

ア守、
.... J. 

、ぷ
企香（つ｝

t・－も！リ.， 10角F亀・ー・ゐ＂＂・.，，・A...・，＿”’sγ．・・，，＿....... 
. －・・＂＂l・れ．”－・e’‘t≪ lら
〉・~，援~雷誌？、，.-！！・...
11•m郁郎総'11· ..，ぃ向山
川川町m瞥，t••n ＂・＂
倫 IJlllH日野哩lllJl:泊目忌ckluY<U, 

s’‘ I •14,.j,・＇ •l
： ~ .. 'lt'ゐ．
.. , c. 

町長のひとりごと

2 .1-1之苛11、のん1!

1.包げ凋d・1・世唱・4
申J.~. r:'r:'f:rll唱し
•• 'I:，κれ合Hf

句 t 翁··~... c-t• 
1 ＞ •＇~縁。然。戸
..供向可。唱．－
h 塩、、偽，·＂~ ·
埠川弘 ＇＂ ··為~レ
K~品. t,.也、、みt

(e):. ~＇芯，.~，叫’· ＇＇
今、介、品急，.，.，.，が11.

ふ：；:r~:i~
4‘のん（？）

l' rr 
企ii長崎真紀 （つ）

h伽，む＆叫1

崎山ーのむの
企玲央（？） 企SHERRY（つ）

8-

コ
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

保
付
「
あ
っ
、
山
中
巾
1
だ
ね
。
お
も
し

ろ
い
ね
」

（雲
に
飲
み
込
ま
れ
る
〕
（5
前ん
）

保
育
京
の
窓
か
ら
外
の
山
を
眺
め

て
い
る
と

k
i
「山
、
飲
み
込
ま
れ
て
い
く
；
」

保
川
「
削
に
飲
み
込
ま
れ
る
の
つ

E

」

k
i
「
ほ
ら
話
に
。
あ
こ
雨
降
っ
て

い
る
よ
。
カ
ミ
ナ
リ
も
嶋
っ
と

る
よ
」

保
母
「
本
当
や
ね
」

K
くん「
み
ん
な
宮
製
っ
て
き
た
ぞ
」

み
ん
な
窓
の
方
に
集
ま
り
K
く
ん

の
析
さ
す
店
内
を
けん
る
と
。

k
i
「あ
っ
雨
降
っ
て
き
た
」

'I': 
t1 

『本
中
l
だ
」

企小原理官官（？）

の
つ
ぶ
や
き

ちたもど’
』

.... iftiれJ1l.（つ）

〔ヒ
マ
ワ
リ
〕（5
蔵
川）

同
・
妊
に
あ
る

リ
を
見
て

し
お
れ
た
ヒ
マ
ワ

8
mw
eqdA 

，~e)® 

。，，.，.，時，，・2”。，
....イ千i:l:iマナ（ 18)

H
’Z

「ヒ
マ
ワ
リ
、
披
れ
た
が
み
た

い
や
ね
l

』

N
E
「
し
お
れ
た
が
か
、
枯
れ
と
る

が
や
わ
1』

H
え

「ヒ
マ
ワ
リ
働
き
過
ぎ
て
磁
れ

た
ん
じ
ゃ
な
い
」

N
E
「そ
う
や
ね
、
今
作
の
夏
暑
か

っ
た
も
ん
ね
」

〔
野
菜
の
形
〕
（5
歳
児
）

朝、

州
で
子
供
た
ち
と

一
紡
に
野

菜
を
収
穫
し
て
い
て

川門
〈ん

「
い
っ
ぱ
い
キ

ュ
ウ
リ
な
っ
と

る
よ
」

T
i
「先
生
、
ほ
ら
、
ラ
ッ
コ
み
た

い
な
キ
ュ
ウ
リ
あ
っ
た
よ
」

キ
ュ
ウ
リ
の
山
が

っ
た
形
が
ラ
ッ

係
か
ら

ペ
ン
ネ
ー
ム
秤
雨
マ
ナ
さ
ん
か
ら

使
川
前
み
切
手
の
市
川
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
朝
日
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
悩
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
で

は
、
使
川
前
み
切
乎
の
ほ
か
、
使
則

前
み
テ
レ
ホ
ン
カ
l
ド
や
ペ
ル
マ
ー

ク
、
未
使
川

・
引
き
損
じ
の
作
川
氏
は

が
き
な
ど
を
収
集
し
、
制
祉
問
動
な

ど
に
活
か
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

社
会
柄
枇
協
議
会
（
2
m
l
0
5
7

6
）
ま
で
お
川
い
行
せ
く
だ
さ
い
。

ペ
ン、不
l
ム
姫
磁

J
a
m
さ
ん
か

ら
ヒ
ス
イ
の
M
．h
の
けん
つ
け
方
に
つ

い
て
白
川
が
あ
り
ま
し
た
。

μ
つ
け

方
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
阪
経
4

1
5
m
く
ら
い
の
小
石
で
、
同
じ
レ
八

き
さ
の
れ
よ
り
前
く
、
色
は
山
色
で

透
明
感
の
あ
る
石
を
中
心
に
抹
す
と

良
い
よ
う
で
す
。
特
に
波
が
反
れ
た

後
が
以
く
け
ん
つ
か
る
よ
う
で
す
。

〔問
題
〕

①
要
介
護
認
定
の
巾
前
は
何
川
か
ら

始
ま
る
つ

Aω
月

8
1
川

②
知
山
内
凶
の
全
削
ビ
l
チ
ボ
ー
ル
競

c 
12 
) J 

技
大
会
に
何
都
県
が
参
加
し
た
つ
－

A
同

B
同

C
初

〔応
募
方
法
｝

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

年
齢
を
川
い

て
川
川
は
川

氏
名
、

1;q1 ；深て；：
｜｜硲 l

I El 
Ill f -.:!:f 山

辺仏山
下旬 t

I 1系渇

3ふJ
こ乙 ｜ で
へ O 役
iき 7 場
つ 9 総
て 3 務

く
だ
さ
い
。
抽
選
で
3
人
に
悶
常
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
今
川
の
中
l

巡
行
は
川し…仙
＆
山
川
制
さ
ん
、

玲
山火さ

郷町回収可，む剛9、併に
でtuろいろ！＇$!.XL良、1'こι
①泊料Zk_l~l＂寸志抑制告に

方るゆじ叫・炉、司《司？f-.J背j
段、，1R.. ,ft榊初期
ι足脅か・定Ill' ’1.7/·1め＇！＇＂，Lt •
,f-J;>-.tJ.'l-p.j何？協こん2まt
守的たTf-ιt:：.ぷ）－.，l.,摩長E
い’たら笈λaう7fヘl<l.jl.~.
々是正除！｝）＇Al• 、です．
J>!:,Jb・l'.J,{"l t:;j＼＂々

砂州各ιc·1~.，偶手，~
;Jt7付ill幸草月、T ムん・

リプ•1311Sj.拘払.•1~·J>V>刊

の，c6)-ll ~J""' 

』h倒；m.Jam(22) 

ん
、
雌
附
真
紀
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し

た

「八十八Jを一字にまとめる

と「米jになることから88歳
のお祝いが米寿と呼ばれます。

当町では70名おられ、祝い品

贈呈に訪問させていただきまし

た。総じてお元気な姿に感動い

たしました。入院等でお途いで

きない方もおられましたが、

「いつまでもお元気でj と願う

とともに、できれば私も米美子ま

で健康でいたいと思いました。

第16巨｜の全国ピーチポール

競技大会が、昨年より llチー

ム、 51名増え、男女8部門に

398チーム、 2242名の参加を

いただき、熱戦が繰り広げられ

ました。このペースでいくと、

会場不足が懸念されるようです

が、続けたいと思います。来年

は2000年国体のゲートボーjレ
競技と重なりますが、ともに成

功摺に終えたいと願っておりま

す。ご協力を ！

残りの小学校統合について

は、平成4年7月から教育環境

整備対策協議会において、 14

回にわたり「悩み多い議論jが

交わされてきました。建設場所

についてはB地点、 D地点を主

張し、お互い譲らず並行線のま

ま今日に至っております。両地

区の要望を併記することでと、

本年1月上旬、建設用地の決定

をarrに一任することの報告書を

同協議会から受け取りました。

その後、私は f条件つきでは

町は動けない。学校建設は任期

中は困難である。児童数の減少

を直視する必要があるjと、 議

会に相談したい旨申し上げると

同時に、両地区でも話題となっ

たとのこと。個々人で、冷静な

る判断をお願いいたします。

(9月20日記）圃.9
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第16回全国ヒーチホーIL
競技大会

入

賞

チ

l
ム

今
年
で
は
山
回
目
を
迎
え
た
全
国
ビ
l
チ

ボ
ー
ル
競
技
大
会
が
9
月
什
・
ロ
日
の
2

日
間
、
朝
日
町
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

「サ

ン
リ
l
ナ
」
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た。
今
大
会
に
は
過
去
最
高
の
叩
都
県
か
ら

3
9
8
チ
ー
ム
、
約
2
、
2
0
0
人
の
選

手
が
参
加
。
熱
戦
を
通
し
て
さ
わ
や
か
に

友
好
の
輸
を
広
げ
ま
し
た
。
（
成
績
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。）

体
セ
）

マ
巾
学
生
の
部
1
位
大
家
庄

2
佐

清
水
町
マ
小
学
生
の
部
l
位
月
山
8

2
位
ア
ダ
ム
ス
ゴ
ー
ル
ド

猿
倉
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
l
大
会

（%

大
沢
野
町
）

マ
中
学
女
子
5
陥

2
位
谷
口
陶
佐

北
信
越
一
般
男
・
女
新
人
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
県
大
会
予
選
会

（%
、

%

新
務
市
）

2
位
エ
ク
ス
プ
レ
ス

全
国
中
山
手
校
体
育
大
会
（%

福
川
以
）

O
柔
迫
マ
ぷ
了
川
体
3
似
判
日
中

新
川
地
区
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
戦

（%

入
善
町
）

川内

ιJ
l
位
伯
尚
校

全
国
J
O
Cジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
夏
季

水
泳
競
技
大
会

（%

般
浜
市
）

o
m
mバ
タ
フ
ラ
イ
6
位
鈴
木
大
和

O
川

m
バ
タ
フ
ラ
イ
6
杭
鈴
木
大
和

あ
さ
ひ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（%

文
体
セ
）

。
サ
ッ
カ
ー
ー
位
消
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団

北
信
越
国
体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

（
M

，

h
川
県
）

。
少
年
男
fy
マ
1
位
県
選
抜
（
草
原

桁
人
）
※
本
同
体
出
場
決
定

新
川
地
区
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会

（%

黒
部
市
）

女
子
V
は
成
以
上
①
安
全
第
二
東

京
都
文
京
区
）②
ひ
か
り
あ
さ
ひ
（
新

潟
県
朝
日
村
）
③
す
く
え
あ
（
井
波

町
）
、
明
円
ク
ラ
ブ
（
朝
日
川
）
V
引
歳

以
上
①
本
江
（
魚
沖
山
）
②
に
な
が
わ

（
沼
山
市
）
③
井
波
オ
リ
ー
ブ
（
井
波

町
）
、
ク
ロ
ス
（
小
矢
部
市
）
V
引
歳

以
k
①
遊
必
（
朝
日
川
）
②
に
な
が
わ

（
山
山
市
）
③
似
野
さ
く
ら
机
（
人
山
内

町
）
、
ゅ
う
ゅ
う
（
尚
岡
市
）
V
引
成

以
上
①
オ
リ
ー
ブ
（
愛
知
県
佐
屋
町
）

②
O
T
O
W
A
（
ボ
京
都
文
以
区
）
③

大
山
本
正
ス
マ
イ
ル
（
判
川
川）、

本
汀

（
魚
津
市
）

男
子
V
同
歳
以
上
①
N
－

W
－

O
（朝

日
町
）
②
脱
パ
ッ
ト
ポ

l
イ
ズ
（
小
欠

部
市
）
③
山
川
ビ
ッ
ケ
（
氷
比
出
）、

伏
木
ク
ラ
ア
（
日
岡
市
）
V
引
歳
以
上

①
ね
こ
ま
ん
ま
小
矢
部
（
小
矢
部
市
）

②
シ
ロ
ウ
マ
サ
イ
エ
ン
ス
（
入
山
内
町
）

③
沖
B
B
C
（
川
被
川
）
、
伏
木
ク
ラ

ブ
（
高
附
市
）
V
引
蔵
以
上
①
F
B
C

（
福
野
町
）
②
野
村
ピ

l
チ
ボ

l
ル
ク

ラ
ブ
（
尚
間
市
）
③
C
h
a
3
デ
ビ
ル

（
愛
知
県
盟
江
川）
、
林
供
楽
部
（
脳

波
市
）
V
引
蔵
以
上
①
伏
木
ク
ラ
ブ

（
高
岡
市
）
②
本
江
（
魚
津
市
）
③
大
家

州
ピ

l
チ
ポ
l
ル
愛
好
会
（
朝
日
川
）
、

出
仰
ハ
イ
テ
ク
フ
ア
イ
タ

1
ズ
（
以

京
都
青
梅
市
）

北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会

（
%

；
新
潟
県
）

。
柔
道
マ
女
子
団
体
l
位
朝
凶
中
マ

日
同
級
3
位
長
津
桁
下
マ
回
同
超
級

1
似
柄
合
知
愛

入
善
嘗
察
署
長
杯
争
奪
防
犯
ゲ
l
ト

ボ
l
ル
大
会

（%

多
同
的
広
場
）

。
一
部
マ
l
似
宮
崎
A

2
位
は
し

ゃ
ま
B
O
T－
mマ
l
悦
下
野

2
似

h
川
λ
川
・

全
国
高
校
定
時
制
通
信
制
柔
道
大
会

（%一
点
以
都
）

似れハ川級

3
似
市
川
似
俊
的

高
桜
杯
争
奪
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会

（
%
文
体
セ

・
グ
ラ
ン
ド
）

l
位
山
崎
B

2
仰
山川
崎
A

ト
〈
米
州
、
州
市
断

少
女
ピ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

3 
fl'l. 

（%

文

日

時

川

川
初
川
（
木
）
か
ら
仰
木
・

令
雌

nのん士
山
田
コ
l
ス
。
午
後
7

時
初
分
か
ら
9
時

ω分
ま
で
。

会
場

文
化
体
行
セ
ン
タ
ー

指
導

明
日
川
体
行
指
持
委

μ

参
加
料

6
0
0
H
（
保
険
料
）

※
親
子
参
加
、
大
紘
迎
日
一

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
行
委
日
門
会
主

Mγ
内
却
ス
ポ
ー
ツ

係
（
宮
内
線
3
2
2）
ま
で
。

笹
川
地
区
で
は
、
三
栄
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
内
広
場
に
地
区
を
あ
げ
て
行

て
た
コ
ス
モ
ス
が
見
ご
ろ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
で
第
4
回

を
迎
え
る
二
議
コ
ス
モ
ス
倒
的内小りを

間
航
し
ま
す
。

持
さ
ん
の
多
数
の
ご
米
財
を
お
向

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

叩
月
げ
日
（
日
）

午
前
9
川
初
分
1
午
後
3
時

場
所

笹
川
の
三
議
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
内
広
場

内
容

師
り
と
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ア

ル
ペ
ン
ス
ラ
イ
ダ
ー
大
会
な
ど
楽
し

い
催
し
が
椛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

ま
た
、
お
思
．
に
は
笹
川
地
医
の
名

物
料
理
で
、
ク
ズ
で
と
ろ
み
を
つ
け

た
ク
ズ
マ
ス
汁
を
版
必
す
る
な
ど
飲

食
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
。

※
な
お
、

一ニ
録
へ
の
迫
路
は
現
住
、

拡
幅
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

辿
行
に
は

1
分
ご
目
立
く
だ
さ
い
。

女
子
A
ク
ラ
ス
1
位
小
谷
知
哩
2
依

広
鵬
附
け
行

新
川
地
区
卓
球
振
興
会
大
会

（%

市
川
市
）

。
凶
体
3
位
朝
日
町
弔
球
協
会

A
O

K
下

一
部
l
机
上
山
山
u
f

た
い
ら
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

（%

平
村
）

川
刊
蔵
以

t
旧
同
2
位
林
清
唯

北
陸
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
按
選
手
権

大
会

（%

令
沢
市
）

。wω
マ
1
5
0
0
m
1位
脱
問
災

f
マ
5
0
0
0
m
l
位
雌
川
民
f

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
選
手
権

（
父

三
亜
県
）

マ

心
外
子

山
川

m
附
宵
1
位
符
川’
日本

北
信
越
高
校
定
時
制
通
信
制
総
合
体

育
大
会

（沢

、

X
松
本
市
ほ
か
）

O
栄
迫
マ
団
体
3
位
前
高
校
マ
例
人

経
爪

1
位
箭
浪
俊
惜
2
位
井
村
利
用

滑
川
市
武
道
大
会

（
M
m川
市）

。
剣
迫
マ
小
学

5
年
3
作
柑
友
利
必

ーンランド肉広場ゴ

量コスモス園祭り

10月のスポーツ

．第3回グリーンカップゲートポール大会

7日（木）9:00～ 多目的広場

・国体バレーボール競技リハーサル大会

15日（金）～18日（月） サンリーナ

．目I協会長杯ピーチボール大会

20日（水）～22日（金）

19:30～ サンリーナ

．朝日オーブンテニスダブルス大会

24日（日）9:00～

テニスコート

・秋季ゲートボール大会

24日（目） 9:00～ 

多目的広湯

・町民夜間バレーボール大会

25日（月）、27日（水）、29日（金）

19:30～ サンリーナ

．夜なべビーチボール大会

30日（土）～31日（臼）

サンリーナ

「 会場は

」一一 三筆ク、リ

・圃司園圃E
．．．．．． 
・哩圃聞圃圃・

40代後半になると、卵巣か

らの女性ホルモンの分泌量が急

激に減少します。そして、その

変化に体が適応できず、のぼせ、

発汗、手足の冷え、しびれ、動

惇、頭痛、肩こり、イライラ感、

不眠、性交痛など、実に多彩な

症状が出現してきます。症状や

程度には人によってかなりの差

がありますが、一般的には、日

常生活に影響がでるほどの強い

症状を認める場合を更年期障害

と言います。治療法としては、

漢方療法やホルモン補充療法な

どがありますので、お困りの方

は、ぜひ産婦人科医に相談して

いただきたいと思います。

それから更年期に気を付けた

い疾患の1つに子宮体ガンがあ

ります。子宮頚ガン（子宮の入

り口のガン）は閉経前の方に多

いのですが、子宮体ガン（奥の

方のガン）は、閉経後の方に多

く発生します。また、肥満、高

血圧、糖尿病を認める場合、そ

の発生率はさらに高くなるとい

われています。不正出血が、最

も多く認められる症状ですので

不正出血を認めた場合にはでき

るだけ早めに産婦人科を受診さ

れることをお勧めします。

あ

内；3
尚？喜
子：第
医 ゴミ
長村

更年期を快適に
過ごすために

医療の現場から

•11 
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他繊の文化財に理解を深めました
一小学生考古学教室を開催ー

歴史への関昧や聞のを高め、地践の文化財を掌

んでもらおうと9月2巴・ 3目、町内のGa笠を

対象にした考古学教室が境の馬場山H遺跡で行わ

れました。

馬場山H遺跡は、出土昂がこのほど国重要文化

財に指定された境A遺跡の隣に位置し、石斧や主

器、ヒスイ原石などが出土しています。

考古掌教室では、県埋蔵文化財センターの橋本

正奮さんが発掘方法や出ニヒ昂を説明した後、 出土

昆を洗浄する様号も男掌しました。

裁やゲームで楽しくリハビリ
ーさわやかコミュニケーション失語症ライブー

さわやかコミュニケーション「失語症ライブJ
が9月2目、アゼリアホールで聞かれ、脳宰申な

どで言葉に障害の残る方やその家族、ボランティ

アら約100人が歌やゲームを過し、リハビリを行

いました。

言語療法士の遠藤尚志さん指導のもと、参加者

はお互いに握手をしたり自己紹介をした後 f365 
歩のマーチjや fどんぐりころころjなどを大き

な声で合唱。楽しみながらコミユ三ケーションの

輸を広げました。

全国大会で活躍を報告
一 朝日申好柔道部、溜授の簡濃度信くんが全国大会で3li1入賞一

第30回全国中掌綬柔道大会が8月21日から24

日まで福井県で開催され、 朝日中掌授の女吾柔道

部が女寺田憾で3f立に入賞しました。団体戦で朝

日中学校は予選リーグを2勝O敗で、決勝トーナ

メントに進出。1回戦、 準々決勝と勝ち進み、準

決勝で惜敗したものの、見事3位に入りました。

また、 第30回全国高校定時制通信制大会が8
月22日、東京都で開催され、泊高授の箭浪俊悟

くんが軽量級で3恒に入賞しました。

全国大会での上位入賞おめでとうございました。

歯触りの良さが評判です
一金糸ウリの漬け込み作業－

町の特産自の1つである金糸ウリのかす漬けの

加工作業が、 8月下旬から山崎地区で始まりまし

た。

地区の農産加工グループの皆さんが、 10年以

上前から取り組んでいる金糸ウリのかす漬けは、

News & Topics 
広報係では、あなたの回りの身近なお題を待っています．
(n83-1 1 oo 内線212）へ

さっぱりとした綜とさくさくした歯触りの良さが ｛ 

評判です。 ω 

舎年は天候に恵まれ、ウリの作柄も上々。作業 l"'i 
にあたった皆さんは、 1つ1つ丁寧にウリを漬け 1x:1 
込んでいました。 11.1 

ますますお元気で
ー米寿のお年寄りを訪問一

朝日町では今年度、 70人の方が88歳の「米寿j

を迎えられました。

町では、これをお祝いして9月6日とア巴の両

日、魚津町長芙妻らが対象者の家庭を1軒1軒訪

問。町長は「米寿おめでとうございます。これか

らもますますお元気でお過ごしくださいJと、祝

い状や座布団、本人の顔写真、豆ご飯などを贈り

ました。

今日の朝白町を築いてくださった皆さん。 ごれ

からも長生きしてくださいね。

見聞を広めてきました
-r新世紀の翼j韓国を訪問一

新出紀に向けた町づくり、 人づくりを自的とし

て、舎年で11回目となる町の海舛派遣事業 I新
世紀の翼Jが8月25日から5泊68の日程で韓

国を訪れました。

魚津町長を団長に申高笠13人をきむ20人は、

ソウルの南大門市場や軍事境界線の板門店などを

視察したのをはじめ、昌原慶一高授の訪問や現地

の家庭でのホームスティも体験。お隣の園、韓国

の人々との交流を深めながら、僚々主主ことを掌び

ました。

12 • 
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健 康インフオメーシヨン
問合せ： 保健センター をま83-3309 ※母子手帳持参
一 ~JI 業 名 月 日

~ 場
（対象者等） 受付時間

機能訓練 JOJJl9110<l 
保健センター

（脳卒中後遺抗i'.1作） 13：・00～13：・30
ー

心の健康相談 IOJJ411・1811 
（予約制です州問 L、ずれも00 新川保健所
けもします。（n52-1224l
痴ほう性老人の側諸む受けます 13:00～14:00 

女性の健康相談 11j迎合l!Mll
新川保健所（思倒lか州ドWIに自） 13:00～15:00 

女性の身体的・開~11（内世話み

すくすく教室 l10JJJ51Wt7J 
保健センター

（焦鳩と後お主付lj～さん2か州μのA必：冷fJγ※ J 13:30～13：ι40 

ゆめっこランド
IOJJl311附

（保f州入所見とその付） 9:30～l 1:30 
保健センター

親・家族 ※ 

ー
ふれあい広場
（ 附州r!!U::fの／：t IOJJ2711附

｜対の館（境）
親家族 9:30～11 :30 
境地｜豆の尚防行

3か月児健診・脱臼検診 10)12611（刈
i法鍵センター

（｜｜作・7 fl'・I：まれ ※） 13・：00～13：・30

4・5か月児健診 lOJJl911(刈
保健センター

(I lif:5J-l生まれ ※） 9:30～10:00 

1歳児健診 IOJJ511（刈
保健センター

(JO年8月.9JI生まれ※） 9:30～l 0:00 

3歳児健診 IOJJ2811(村
保健センター

(8{f6JJ・7JI… 
育児相談 IOJJ2011附

保健センター
（相談希望者 ※） I 9:30～l 1:30 

急性灰白髄炎（ポリオ）
( I l年IJI以前に’ほれた人） I OJI 8 IIゆ 保健センター
で、2回飲んでいない人※ 13: 15～14:30 

l急性灰白髄炎（ポ州 I 
( I 1年2口、1I 年6Jl’hまれの I OJJ 1311刷 保健センター

｜ 人で、2同飲んでいない人※ ） 13: I 5～14:30 

- 15 

⑨健康体操教室及び健康栂談（いずれも希望者）は10月1目、 8日J
15日、 22日、 29日（いずれも金曜日）午前9時30分から保健セ｜
ンターで、老人徳従センターでの健康相談は10月5日、12目、 1
19目、 26日（いずれも火曜日）午後1時30分から、 10月20日
（水脳臼）は基幹S魚沼センターでも行っています。
お気軽にお越しください。

あさひ総合病院

。人をいつくしみ o人を理解し o人をいたわり o人を蜜し 0人を信ずる

とのOが社会福祉のゆである．

ふくし
社会福組協議会だより

朝日町社会福祉協議会は、

皆さんと共に地域の福祉

向上を目指す民間社会福

祉団体です。

場所朝日町福祉センター内

n83-0576 

議峨 赤い羽紋 胸 に r もぜる 人 ｛~ ~ う ィ、て？す会の めJ，れる季衿
4み万智

ntnJ募金への奇付金にはおtの特典があります。

園会社など法人の奇付金には、－！＇！！：傾 tu金n：人でき
ます。

圃何人の寄付金は、所得税控除の対象になります。

．共同募金運動期1111以外にも寄付金を取り扱って

います。

第7回朝日町 日時 JO対16R（上）午後i時30分～ ありが とう
ボランティアの集い 場所 アゼリアホーlレ も あたたかい志

IO月のボランティア活動強調月 内容 介護保険寸劇（健康づくりボ ω朝日町善窓銀行

間にあわせて、町民の皆さんにボラ ランティア連紡協議会）、手話コー (8月11日～9月10日）

ンティア活動への理解と積極的な参 ラス（手話サークルあいの会）、演芸
。、ド柳 llえ 山崎秀行さんから亡父行

加を得るため、第7回朝日町ボラン 会（民舞・民謡ボランティアグJレー 織さんが生nilお世話になったお礼と

ティアの集いを開催します。 プ、個人ボランティア） して I 00,0001’l 

ボランティアの皆さんが、日ごろ ※ロビーでは、健康づくりボランテ
。j1111 常ILi幸雄さんから 2.000PJ 

取り組んでいる活動を紹介します。 ィア凶｛~のm動紹介（パネル展示）や

入場は無料です。皆さんのお越しを 骨粗しよう症検診、各組健康相談を
。H提出 とく名さんから 2,8751'1 

お待ちしています。 同時開催いたします。 。償！己 とく名さんから 60.000l'J 
14-

赤い羽根共同募金は、民間の社会福祉事業を玄援するための募金として

「社会福祉事業法jに位置づけられ、全国一斉に展開されています。
プスム川

Jクン

〉

一

『分
一

コ
人5 

料開f
に

とうちろこし：Ii・・・200g 
l：.ねぎ（i寄りjり｝・・・・・50g
バター...........・30g 

小兵紛・・・・・・・・・・・・20g
ブイヨン・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・230cc 
’｜マL・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・600cc 
l!.i ..........小さじ1/2

l'lζしょう －－－－－－－－少々
U: I：げパタ一一大さじi
｛クJレトン： 浮き身）
食パン（薄切り1/4）・・ 0・5ミリfil
剣みパセリ ・・・・・・・・適蛍

お寄せいただく寄付金は地域制hi：の光夫のために役。：てられています。

O桜たきりのお年寄りや障古のある／i々 に対する在宅制批サービスに

。老杓化した設備などの改修 ・修史IIに

O附＇tf,者の作業所や施設などの機出目的人に

Oボランティ アの育成や活動支援のためにl人分エオ、ルギー 180kcal 

今年もみなさまのご協力をお願いします。

，成
①とうもろこしを•I傾く災ごしする。
② ｜｛ねぎを｛1.IJl:JJりして、熱したフライパンにサ

ラダill！とパターを的かし透明になるまでま少め
る l

G渇にブイヨン（230cc）を）Illえ、少し煮て袈ご
しする

＠きれいな鈎を熱してバターを焦がさないよう
にがfかし、そζヘ小＆.紛を加えて色をつけな
t、ように妙めてホワイトルーをつくり、③の
ブイヨンをのばす。

⑤コーンとii.¥めた’｜：手しを加えてI語、こしようで
調味する

＠クルトン ：食パンを5mm向に切り、サラダ泊
できつね色に妨げる。

⑦i£！めた総にスープをit:ぎ、クルトンとみじん
切りをあしらう。

10月の休日救急診療当番医 諮甥～午後5筒

3日日 高 桜 医 院 宮 82ー0010

10日伺 橘 医 院 fi82-0791 
ー
11日何 寺 崎 医院 ft82-1118 
一
17日⑪ 申 Jll 医院 室主82-0120

24日旬 煩東病院 宮 83-2299
一
31日伺 松富 医院 ft82-0051 

n83-1160 第 2・第 4上幽自＇ .I.外来休惨（位行）て・子。

急患t;J:夜附イホ日を問わグ、24時間いつでも受付けします。

みんな一緒に

生きていく。

10月1B .. 12月31日



くらしの情報室

Livi1191 l1rit 01－－町1a1tiむ恥
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生活必需昂価格

9月分（毎月sn続投書附 ｝ ljtも1 ・ p~

,'fi¥ 宇；
平 均価怖

8J-J 前月比 前年同丹社

ガ ソ リ ン 107 ー5
{j WI-ゾ己 lfl 

irli *f il!J 978 +7 +2 
？型 t同~；1 1 8 t) 

JIU L ρ ガ
ス 4.054+317 +o58 (5111・）

t; M t11 洗剤l
219 +4 +7 H ｛’［if［：洗剤IJ600mf)

ティソ シムベーパー
655 +10 JI! ('100枚組t街人り｝

品 トイレ ツ トベーパー 4:35 +42 。
｛般紙口－1レ4似品Ill

食 ’‘ミ ン
178 。。

<;"I）叫ん＇16枚人リ）

？ ー ガリ ン
266 -3 φ18 IJU <450g 11fil 

しょう油
588 。＋56

上 11.seヘットボトル人り｝

サラダ ill!
289 ・9 ・42食（;t.リ作目；700g人 り｝

’＇11'1 と
う ，，‘ 、

108 。＋23
｛ちめん In 

手L
258 。。

< I e ，、ックノ、り｝

i勾 50、p-.> 。+3 引いl会：JbむI00 !{ l 

品事 l岳l
264 +4 +:33 生 。l'I勾bb J00g) 

建』 Ji~ 207 。-3 
鮮 （~·’1サイ ズ I 00.l!J 

主孟 、争草
261 +71 +43 

（；＇~illl 1'11'1 I kg) 

tt (f ~l t、 し よ 259 -31 +41 <;";・,illl,',;', I kgJ 

キ ャ ベツ
346 +138 +141 品＜；＇~· il!i1\l1 I k呂｝

ーー ン ジ ，、，， 
:398 +63 +57 u守.i!!i品 lkg) 
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北海道（上下）
相沢香苔

霊門冬二

山本文総

舛上尚登

江圏香織掬僚のポート

長助の女房御宿かわせみ

金田一少年の事件簿
プブルー（上下）

in しIVE

小説徳川秀忠

恋愛申書

Y. R. 

GTO 

T. 

．．．．．．．．．．．
．．．．．．．
．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．
．．．．．．．．．．
．．．
．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．
 

歩

朝日町立中央図書館（t:83-0574)

伊能忠敬・越中測量記

竹内慎一郎

新しい本
G躍’
地図の記憶

平5弓綬

労働時間の短縮に伴う宗暇時閣の

増加傾向や、健康志向への強まりな

どにより、中高年を申1(;1に自然に親

しむハイカーが増加している。富山

中部高校OB数名で結成された”ひ

ぐらし会”のメンバーが50年近く

にわたる富山県内の低山歩きの経験

をもとに、家族連れや中高年の方々

が気軽にハイキングを楽しめる県内

の50コースを、地図、歩行時間、

もよりの公共交通機関、コースのポ

イン卜や周辺の男どころなどをわか

りやすく紹介したガイドブック。

『と
や
ま
ハ
イ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
』

ひ
ぐ
ら
し
会
編

本の紹介新とやまの冠婚葬祭
北日本新間社出版部品官

湾江藤妻と私

を受けられることをお勧めします。

ポリオの予防接種実施医療機関

抗体保有率の低い年齢層で、ポリ

オの予防接種（有料）を希望される場

合は、新川地区では次の医療機関と

なっています。あらかじめ電話等で

予約問い合わせのうえ受けてくださ

い。また、副反応が発生した場合は

医薬品副作用被害救済 ・研究振興調

査機構が対応します。

［新川地区の接種医療機関］

あさひ総合病院

（岱83-1160唖惨医事課113) 

黒部市民病院

(t:54-22 l同⑬医事謀3252)

りません。しかし、厚生省で調査し

たところ、昭和50年から52年に生

まれた方について、ポリオの免疫を

持っている人の割合（抗体保有率）が

やや低くなっていることがわかり ま

した。

ポリオワクチンの追加接種

日本にはポリオウィルスがいない

とされていますが、 これら抗体保有

率の低い年齢層については、①イン

ド、パキスタンなどポリオの常在国

へ渡航する時②お子さんがポリオワ

クチンの接種を受ける時にポリオに

感染し発症する可能性がありますの

で、再度ポリオワクチンの予防接種

ポリオワクチンの追加援種

ポリオ（小児まひ）

ポリオに感染した人の使の中にポ

リオウィルスが排出きれ、これが口

から入ることにより感染します。感

染しでもほとんどの人が症状もなく

免疫ができますが、0.1～0.5%の

人にまひが現れ、永久にまひが残っ

たり、呼吸困難により死亡すること

があります。

ポリオに対する免疫

ポリオは予防接種を受けたJ'J＆び
症状が出なくても感染した方には免

疫ができ、ポリオにかかる心配はあ 末94憲一肺がん

1999年版
φ央~農会議編

土屋賢二

= eョ

高田康成

同時代を問う

鐙口鍔ー

山田俊縫

佐E重孝志

山崎豊吾

D スティーjし

赤川次郎

秦野主吾

得原

大橋

ツチヤの軽はずみ

新版胃がんと大腸がん

ことぱ散策

キケ口

全5巻

技場ガイドブック

おしゃれにうつつ

市長のつぶやき

陽
‘，

太
E
ぬ

行

・圃

ま

夜

au
沈

白

5日閣のパリ

拒否する教室

百鬼夜行ー陰

憲法と富家

職や退職したとき、節目節同にMl出

が必要になります。

JLilll＼を忘れると、 ~F金が少なくな

ったり、 年金を受けられなくなった

りすることがありますので、ごii:忍；

くださL、。

ご寄付

ありがとうございました
I> l ~：j保越の森品保じさんから川へ教

行振興のために多額の寄付

(> （株）明文堂さんからあさひ町小学

校へ絵幽 l点

b横浜市の酒井口WJさんからlllfへ書

（刻字） I 点

b取点都の七w秋迫さんからlllJへ

30h l ~ 

16-

官O月の告種相談 〈相談は無料〉

4日開
裁判所出張調停相談

26日ω心配ごと相談
10:30～15:00 福純センター 13 00～I 6 00 ~ritll:センター

5 BClb 
心配ご、と相談

27日制年金相談
13 00～I 6 00 隔批センター I 0:00～15・：00 役場会議前

12日ω心配ごと相談・家庭児童相談 ．教育相談
13 00～16 00 備制．センター 月 ・；］＜ .木lli¥11I 9:00～16・：00

13目。時 年金相談 教子Iセンター相談室

10:00～15:00 役刷会治宝
。82-J 000 

心配ごと相談・行政相談 ・子育てママ応援テレホン

19BCIJ 税務相談・人権相談 月～-;17.I際日 8:30～17:00 

13 00～16 00 稲川．センター t:83-1920 

京極夏彦

10月のガソリンスタンド休日当番店

3日（回 小川石油 。83-3033

10日目 浜岡商店 tt82-0578 

11日伺） 全店営業

17日目 中央農業 。83・1135

24日目 朝日石油 。82-0661

31目白 大谷石油 tt82-0703 

10月1日から富山県最低

賃金が改正になります。

5,076円

635円

日 額

時間額

．．．．
．．．．．
．．．．．
．．．．．．．
．．．．
．．．．．．．．．．．．
．．．．．
．．．．．．．．．．
．．．．．．
．．．．
 

10月は ［労働保陵適用促進月間l
· 1~~ tの皆さん、労働保険の）Jll人

干続きはお済みですか。

労働保険とは、 11~m保険と労災保

険を介わせた総称ですが、 l人以上

労働者を雇用している場合には、労

働保険に加入することを法律で義務

づけられています。加入手続きの済

んでいない事業主の／－iは、 ?f急千続

きくださL、。

お IHI ~ 、合わせはハローワーク魚津

(tt24-0365）へ。

年金だより
) '/t.年金や共済品l l1~などの被川者

i1：：イii.に加入している配偶者に扶長さ

れている店は、 jJillえ年金のffi3~；－被

保険行です。

~n 3 iJ-被保険行に該当したとき

は、 I資俗取得制jに I勤務先事業

主！i'fl',lli棚jの証｜リiを受け、健康保険

証と 1j：：イii.手帳を添えて、役I誌にjほi出

をしてください。

また、 届II¥をした後も配向fi・が転

．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．
．．．．．
．．．．．．．．．．．
．．．
．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．． 

～納税は便利な口座振替で～

物；員事故

町県民税 （第3期）

370 
(373) 

105 
(114) 

交通事故発生状況調
8月末現在（ ）内は前年同月比

人身訴訟

件数｜死者 ｜傷者

入善警察署 I128 I 3 I 159 
管 内 I<1 00)1 (0) I< 1 1 6) 

（話）｜ふ I （~~）朝日町

。今日の納悶

町の工事発注状況 （500万円以上）

一このコーナーは川が入札したものを掲載しています一（H11. 8. 1～8.31) 

r. 

‘i'..t 

,l出~ t』~－ r. 

5. 1 76.500 1 小松~.没隊式会社｜総

,),'IC'!令書fl踊tll地先｜完成予定

I l年91)lllf ＋、

Y‘ 
/lf.1li,l1・111!j1'f聞が業

!'il!riif射線！¥,l修終 l’JI

耳に関する相談会

lf 01I叫i~t器等）にWIする相談会を次

のとおり開催します。上l：に関するお

悩み、ご相談があるん－は、ぜひお越

しくださし、 なお、身体障需骨子艇

を持っている方は、 f1慢を持参して

くださL、。

日時 10月1411（本）午後l時30分

から3時まで

役場41精大ホール

医師（黒部iiiti.'. 4両院加納見先

生）による，診断、 hll聴＊誌の・HI
J炎・適合事11断てす

99障害児の社会参加と

自立・蹴学啓発の集い
心身に障害を持つ子恨の就？・およ

ひ＊将米の社会参）Jll・ I’I iLに向けた教

行I・の問題について一緒に」ヲえまし

ょっ。
日時 1on22円（金）

午前101時30分～午後411!i10分

県部市田i際文化センター

「コラーレj

※お f-Miをおi±れのJiには託児所を

i¥r;w1しています。

問い合わせ 就学作発推進会議’I~事

務J,,m;111県立高志学問

(tt076-438-48 I 2) 

場所

内容

-0.ιE 
:z:i: ＞務

-17 



くらしの情報室

Liivin91 Info『町四tii心配

対象者 18歳以 ｜二65歳未満の~fl:

内容 骨常度測定、脳機能テス ト

料金 無料

定員 40名

申し込み・問い合わせ 保健センタ

ー（n83-3309）まで。定員になり

次第締め切らせていただきますの

で、 事前にl下し込んでくださL、
50歳を過ぎた男性の方ヘ
前立腺横診を受けましょう
高齢化や生活邸境、特に庭生活の

欧米化などによりがl立服の病気は例

年増えています。とりわけ前立腺ガ

ンは、死亡増加｜本がトップを占め、

別加の一途をたどっています。

昨年実施したun・の前立腺検診では

2名のガンが発凡され、l；山、発見本

(4.1%）でした。早期発比すれば、

治療によ り完全に治癒することち11J

能です。集｜寸｜検診なので州｜院の門を

くぐらず、気軽に受けられます。こ

れを機会に一度受診してみまし ょ

っ。
日時 ①10月1411（木）、 ②JO月19

卜I（火） H午問はいづれも午後

l 時30分から211130分まで

場所 保健センター

内容 綜Jill、診察（料金は50011])

申込み 保健センター（n83-3309)

．．．．
．．．．．．
．．．．
．．．．．
．．．．．
．．．．．．
．．．．．
．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．
．．．．
．．．．
．．．．
．．．．．． 

講師 山川佐千 f先生

定員 20人（応諒多数の場介は1fltj主）

受講料 6回コース2,000円

締切日 10丹l011 （日）

申し込み 生涯学門館（n82-I294l 

サンリーナ舞台綬術者養成講座
舞台妓術の基礎的な技術を学び簡

易な舞台技術を収得し、文化的イベ

ン卜等に参加協力できる人材を茂成

します。

期日 平成ll年ll月随lk'i'開催（11・1し

込み者にはこちらから連絡します）

時間 午後7時～91待

場所 サンリーナ

対象者 18蔵以 ｜；て十(fl11町に11：伐

政ぴ勤務する人

内容 白緯・照l~J . 舞台施設の操作洋

服装 作業できる服装、巡動くつ

申込み・問い合わせ

l O月2211（金）までにサンリーナへ

(n83-1838) 

．．．．．．
．．．．．
．．．．．．
 

らせお細
骨組しよう症績診
～あなたの骨は大丈夫～

IOJ-Jl611(lニ）

午後 i時30分～311.J

アゼリアliJf修室

日時

．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．
．．．．
 

集
第20回朝日町美術展作晶

期間 10月30「｜（｜；）～ll月3日（水）

会場 アゼリアホール

部門 絵11.IJi、書、彫刻 ・工芸 ・デザ

イン、 写t'i

応募資格 町在住、勤務及び通学す

る人で尚校生以tの方

l 0}-J 17日（日）

搬入は10月27FI（水）

問い合わせ先

ふるさと美術館（n82-0094l

※応募必項、~：＼ M1 申込1＇~は、ふるさ

と美術師L教有委口会、役場受付け、

福祉センタ一、アスカにあります。

同時開催朝日町小中学校美術展ノ＼ 

なかよし広場ー育児相談ー
～朝日町保育士会～

γヘ＼／（ヘ

協釘保育所で親子のふれあいを深めた

り、お/:t.さんf1iJI：’の交流を凶ったり

して、楽しいひとときを過ごしてみ

~ 健n83・2000

ファーストパンク泊クラブ
文化講演会

I OJ J 1511 （金）

アゼリアホール

日

場

期

会

'1: f：を611キ

午後611与30分

配 日付支さん

f私のJJ;iJ.＇，（＇ふるさとありが とうJ

場

演

師

題

開

開

講

演

平成il年10月分

喜重理 年齢 鋼会 就業i輯所 ＇＊周 資 f~ 経 験
E番号 求人隠樋

≪llf" I・』。 体 日 入獄 免 許 司君

25才～ 200.000～ 朝．；呂保 1 1級叉は2級土本施工管土木絡工管理筏士 45才 350.000 日他.!112・4土繊臼 f聖筏士、議過免併以上

2 18才～ 150.000～ 朝 1量尾 2 高宰以よ、パソコン使フロント 30才 I 70.000 (1!l （年間カレンターによる； える方6113

3 18才～ 145.000～ 朝．道下 3 耳障卒、実寄免許有尚良実容一般 35才 300.000 火他．第3日S雇用Sil パート．宛習い可

4 爵 20才～ 165.000～ lll.向山 審通自動車免軒店 55才 175.000 ｛由（週休2日制｝

5 食 mの店賃 18才～ 160.000～ 草月 ：目保 2 不問45才 200.000 月他

6 係 20才～ 250.000～ 盛時．山崎 5 不問~ 茎 45才 286.800 ｛臨 ｛年間カレノターによるJ

7 畏援滋遺伝手
20才～ 200.000～ lll. r.,1!} 3 普通自動車免許50才 320.000 目線．土磁2固休み

8 18才～ 198.000～ 軍耳， 草野 3 費通自動車免許土木一般従業員 45才 242.000 目的、第2・4土従日 ii織の免許等

9 配 達 18才～ 700 事ij，金山 普通自動車免許（パ ー ト） 55才 ｛時間~） B他（4週6休事IJ)

10 フロアースタyフ18才～ 800～900 紛 4量水
不陽（パート） 40才 ｛時間鎗） 月火水木金

嬰

応募期限

アゼリアホール情報

大 ホット求人情報 交

場所

ませんか。お気較にお越しください。

日時 11Jl211（火）

午前9時30分～lIll寺30分

i(l 1布部i以内所（乞？82-0335}

保育所入所前の乳幼児と親、

家族

※参加~~は1!tmです。ご.fl； 塑の方は、

当H会場へおいでくださL、。

アイデアリフォーム教室
使わなくなった｜｜常111i11をリフォー

ムしてみませんか。

日時 10月2211.29日、 I I J J 5 

11・1211、26「｜、12）ヰ31ゴ

の6恒iコース

午後l叫30分～31時305}

生涯学習館

na3・3700

第2回ジャンボカボチャ晶評会
搬入日 I OJ J3J n （「｜）

午前10時～午後4時

展示 I I J J l II （円）～14日（日）
会場 なないろKAN 内もぎたて館

※ー昂大きな物、 mの良い物などの

ij1からお良事券プレゼント贈呈。

＼ 

あじわい館（食事コーナー）の

10月の営業

日…5・12・19・23・26卜i
と101:1の俊間

ガラス工房…10月2・3日は臨時

休業とします。

会場

対象

※明H町II＼身の左時枝さんに，1夜組｜ゆj11 lllfを1.l＼く；i/；っていただきます。

入場は1!lt料ですc 多数の門さんのご来場をお待ちしています。

10/4（月）

10ハ7（日）

10ハ7（日）

情報

館

藤間流藤顕会おさらい会
開演12:30 入場無料

町民力レッジ②
講師君原健二さん

演題 I頑張るII）の大切さと日々の丹念j

開場 18:30 開演 19:00 
入場無料

アニメ映画「力一ドキャプタさくらJ
①10：・30～②13:30～
育料

朝日えびね会「えびね展示会J
アゼリア口ビー1F 
9:30～16:30 

休

．．．．．．．
．．．．．．
．．．．．．
．．．．．．．．
．．．
．．．．
 

朝日町ちぎり絵サークル作品展
日時 10月9IJ （土）～ll白（川

午前91時～午後5時

会場 なないろKA Nがlまなぴ館

※I （〕月 IOFI（日）にはちぎり絵が体

験できます。

木の実の収穫祭
リースや壁飾りなど秩を感じさせ

る装飾品の展乃、をします。

日時 JO月181」（月）～10月25LJ(JJ)

会場 なないろKAN 

エントランスホール

※いずれも入場は無料です。多数の

持さんのご米場をお待ちしています。

〔町の人口〕平成11年9月1日現在

人口 16,595人（・6)
男 7,813人（0)
女 8,782人（・6)

世帯数 5, 109 (-4) 

（ ）は前月比

・お問い含わせ
朝日町役揚総務課秘書広報係
干939-0793
朝日町道下1133
tt83-11 00 FAX83-11 09 

．ホームページ
http://www.town.asahi. 
toyama.jp/ 

18-

0 f求人情報一覧表Jもご利用下さし、。
0鉾しいことは、魚津公共臓業安定所朝日分2窓会82-0198へお問い合わせくださし、。会場-19 
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111血骨折

~！f 

絞

rn 

.xi 

て守－

：＿＇に

大久保船三（女）全 f-V~ 

あ や か 令官 J ・
町口彩花（~） ;·1~ (j；子

モiJI：長引（女） ~~ ，，；：存

おすこやかに

大村長長（女）詩

殿村瑞ff, （~）

(II＼’i:rn 

7/23 

8/13 

8/17 

8/2 

8/4 

キャンパス油彩額装 l30.3×162センチ

鹿熊張

KAO一五i1＇／水町［佐渡議長（男）九11]8/21 

幼
い
下
ど
も
で
さ
え
、

を
見
せ
る
と
、

作 （1957～） 

3
つ
の
以

直
ち
に
そ
れ
は
顕
で

あ
る
こ
と
を
感
じ
と
る
。
顔
の
中
で

も
眼
と
ぬ
で
は
、
決
定
的
に
眼
の
方

が
、
そ
の
人
の
外
観
ば
か
り
か
、
人

梢
に
か
か
わ
る
こ
と
ま
で
的
怖
が
集

中
し
て
い
る
。
人
が
人
を
必
減
す
る

．
つ
の
泌
が
耐
と
し
て
、
山
は
市
：
決
な

必
川
怖
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
「
K
A
Ol
rH」
の
作
川
の

州
出
の
巾
央
に
は
、
門
が
あ
り
、
叫

が
拙
か
れ
て
い
る
。
け
ん
る
行
は
、
そ

の
悦
点
を
こ
の
眼
に
集
中
さ
せ
る
で

あ
ろ
う
。
す
る
と
、
何
と
阿
雨
の
服

は
、
比
る
者
を
見
返
し
て
く
る
の
で

あ
る
。
不
吋
思
議
な
現
象
に
引
き
込

ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

絵
画
で
は
、
第
一
に
色
感
と
考
え

る
作
家
は
、
両
副
全
体
を
滞
み
き
っ

た
采
ら
か
な
色
調
で
揃
く
。
線
は
思

々
を
文
乃
r
と
川
じ
役
別
で
、
持
制
則
的

3人目誕生おめでとうございます。

。I1 ill I; 

?'t 

f.(!ilt＂』

量全

宮川正鴻um 応。.· ~~
－

W
MI
 

，脅v，d苅
よ
v
J

す
氏

～h

’
 

’川以i
即

を

おしあわせに

絵

ごめいふく

窓

未

崎

問

8/11 

に
伝
え
る
と
す
れ
ば
、
色
は
人
の
感

的
を
伝
え
る
。
蹄
く
よ
う
な
光
の
も

と
明
る
い
色
彩
を
憎
い
に
の
せ
、
桜
快

な
色
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
か
も
し
だ
し

て
い
る
。

鹿
能
…波
は
、
制
日
川
地
川
山
身
で
、

点
以
ぷ
術
大
学
ト
人
予
院
五
術
師
究
科

を
供
、
f
後
、
製
作
を
続
け
て
い
る
。

沖
州
家
の
掛
け
敏
明
に
人
以
川刈
校
五

術
部
時
代
に
デ
ッ
サ
ン
や
仙
彩
州
を

学
ん
だ
。
財
け
の
桁
熱
的
な
指
導
は

技
能
的
な
も
の
を
越
え
、
主
術
家
の

卵
た
ち
の
、
引
世
紀
の
芸
術
の
附
界

に
飛
び
立
つ
心
の
盟
を
白
ん
で
い

っ

た
。
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之
ち
ら
広
報
室

V

「
篠
署
」
と
い
う
言
葉
が
あ
て
は

ま
っ
た
夏
も
い
つ
の
間
に
か
過
ぎ
去

り
、
季
節
も
秋
へ
と
修
り
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
秋
は
行
楽
、
ス
ポ
ー
ツ、

五
術
、
そ
し
て
食
欲
の
令
部
な
ど
と

J
わ
れ
、
何
引
を
す
る
に
も
過
し
た

時
則
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
マ
川
内

で
も
ト
ハ
に
は
、
災
術
以
や
俳
句
会

同
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
リ
ハ
ー
サ
ル

ト
〈
会
を
は
じ
め
大
名
行
列
、
コ
ス
モ

ス
同
祭
り
、
各
地
区
で
の
巡
動
会
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
日
向
押

し
。
併
さ
ん
も
多
数
参
加
さ
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
V
イ
ベ
ン
ト
山
川
は

取
材
に
山
掛
け
、
そ
の
械
チ
や
皆
さ

ん
の
楽
し
い
表
的
な
ど
を
カ
メ
ラ
に

収
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
恥
ず
か
し

が
ら
ず
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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